
令和６年度 多文化共生を考える講演会 in 登別市

2024年

（登別市幸町1丁目5番地2）

新型コロナウィルス感染症の拡大が沈静化しグローバル化が再び加速するなか、北海道においても
国籍や文化の異なる外国人住民や訪日観光客などが増加するとともに、道内各地で、地域を支える外
国人はなくてはならない存在になってきています。それに伴い、道民と外国人住民の関係がより密接
になっていることから、異なる文化を持つ人すべてが暮らしやすい地域づくりを進める手法の一つと
して「多文化共生」を考える講演会を、この度、登別市で行います。ぜひご参加ください。

主催：公益社団法人 北海道国際交流・協力総合センター 協力：北海道、登別市

■ 講師プロフィール

田村 太郎 氏（たむら たろう）

一般財団法人ダイバーシティ研究所 代表理事

兵庫県伊丹市生まれ。阪神淡路大震災直後に、外国人被災者への情報を提供する「外国人地震情報
センター」の設立に参加。2004年4月からIIHOE研究主幹として、NPOのマネージメントサポー
トや自治体との協働にテーマを移し、非営利民間の立場から地域社会を変革するしくみづくりに取
り組み、2007年1月から「ダイバーシティ研究所」代表として、CSRにおけるダイバーシティ戦
略や自治体による多様性配慮のための施策づくりに携わる。その他、総務省の「多文化共生の推進
に関する研究会」ほか構成員や、全国自治体の多文化共生推進に関する委員会でのアドバイザーな
ど多数委員・役員等を歴任。

【公益社団法人北海道国際交流・協力総合センター／多文化共生チーム】

TEL：011-221-7840（平日 8：45～17：30）

✉exch@hiecc.or.jp (「所属」と「お名前」をお知らせください）

お申込み
お問い合わせ

背景写真：北海道観光振興機構フォトライブラリーより

申込フォーム
※E-mail、電話、または右記フォームのいずれかより5月15日（水）までにお申し込みください

定員

50人

会場：登別市民プール らくあ
2階 研修室


